
                               

 

 

                                   令和 3年 12月６日発行 

                                                                                     第 7号 

 南稜中学校は豊橋市教育委員会より「ＥＳＤ～持続可能な開発のための教育～」についての研究を委

嘱され，令和元年度から学校生活のさまざまな場面で ESDの視点を取り入れた活動に取り組んでいます。 

 

令和３年度 南稜中のＥＳＤのまとめ 

①梅田川を題材とした３年間の総合的な学習の時間 

 令和元年にこれまで地域の有志の手で行われていた梅田川の環境保

全活動「梅田川フォーラム」を引き継いだことをきっかけに，身近な

環境問題について生徒一人一人が主体的に問題解決学習に取り組める

ようなカリキュラムづくりをすすめてきました。梅田川を題材とした

総合的な学習の時間を３年間継続させたことによって，１年間で解決

しきれなかった問題を次年度に繰り越し，より深い学びを実現するこ

とができました。梅田川は校歌の冒頭に登場するほど，南稜中校区に

とって大切にされてきた川です。その梅田川で水質汚染やマイクロプ

ラスチックなど，今世界で問題となっていることが身近でも起こって

いることを感じることができます。南稜中の生徒たちが今後もこの学

習を継続していくことで，ＳＤＧｓの達成につながると考えています。 

 

 

②大崎小学校とのつながりの強化 

 昨年度は，総合的な学習の時間に小学校４年生と一緒に合同調査を

行いました。今年度は中学生が小学生に「梅田川のごみ拾いを一緒に

やりましょう」と呼びかけ，休日にボランティア活動として「梅田川

クリーン作戦」が行われました。また，１２月２０日には，小中学生

が総合的な学習で学んだことをお互いに発表しあう梅田川サミットを

オンラインで開催します。中学生と小学生が関わり合う回数が増え，

そのやり方も教職員の中に徐々に浸透してきました。さらに，小中９

年間を見通した，ESDで育てたい「三つの力」系統表を作成したり，Ｅ

ＳＤカレンダーやＳＤＧｓ実践計画表を大崎小学校と同形式で作成し

たりすることによって，担任が授業する際に総合とのつながりやＳＤ

Ｇｓを意識して指導できるようになり，授業を効果的にすすめられる

ようになりました。また，生徒も授業の内容がＳＤＧｓとどうかかわ

っているのかがわかり，持続可能な社会の実現のために必要な知識を

得たり，自分ならどう行動するかを考えたりするきっかけとなってい

ます。 

 

 



③ＥＳＤパスポートの活用～地域貢献ボランティア・梅田川フォーラム～ 

 南稜中学校で行うボランティア活動（地域貢献ボランティア・梅田川

フォーラム）の特徴は「生徒主体である」ということです。生徒会の中

に位置づけられた「ボランティアセンター」では，月に１回程度，生徒

会役員７名と各学級の代表生徒４０名が集まり，校区からのボランティ

アの依頼に対して，中学生がどのような形で協力していくのかについて

話し合われています。自分たちの学校生活を温かく見守り，支えてくだ

さっている校区のみなさんのために，そして自分たちの校区を自分たち

の力でよりよく創りあげていくために，今できることを精いっぱい取り

組もうという思いから，すすんで発言する生徒が多く見られます。コロ

ナ禍にあっても，その思いは変わらず，活動場所は校内に限られてしま

いましたが，草取りやペンキ塗りなど自分たちで考えたボランティアに

取り組んでいます。なお，生徒のボランティア精神を育み，活動を励ま

すことを目的に，豊橋ユネスコ協会が配付するＥＳＤパスポートを導入

しています。活動内容，時間に応じて「ボラン」と呼ばれるポイントが

与えられ，15・30ボラン達成者を年度末に表彰しています。 

 

④ＥＳＤ委員会の新設 

 総合的な学習の時間だけでなく，学校全体でこれまで以上にＥＳＤをす

すめていくために，委員会組織を再編しました。本年度新しく立ち上げた

ＥＳＤ委員会では，ＳＤＧｓと結びつけて各種募金活動やエコキャップ運

動を行っています。これらの活動は以前から南稜中学校で行われていまし

たが，今の世界の状況や活動の目的を全校生徒が理解したことにより，回

収量も増え，より主体的に取り組めるようになったことがわかります。2021

年 6月に行われた「エコキャップ回収キャンペーン」では，縦割り団ごとに

回収量を競い，１週間で 200ｋｇのエコキャップを集めることができました。

また，この活動が植田小児童による自主的な活動にも発展し，今後ますます

の広がりが期待できます。 

 

 

 

 このように南稜中学校では学校生活のさまざまな場面でＥＳＤに取り組んでおり，その活動を広

く発信することを心がけてきました。以下のホームページで南稜中学校の活動について紹介されて

います。ぜひご覧ください。 

 ・愛知県ユネスコスクール交流会 

   https://www.pref.aichi.jp/soshiki/syogaigakushu/unesco-kouryukai-2021.html 

 ・愛知県水質パトロール隊事業      

   https://www.pref.aichi.jp/soshiki/mizutaiki/mizupato-index.html 

 ・ユネスコスクールＳＤＧｓアシストプロジェクト 

   https://www.unesco.or.jp/sdgs-assist/introduction/ 

 ・ユネスコスクール公式ウェブサイト→加盟校情報より南稜中をクリック 

 ・豊橋市立小中学校情報ネットワーク→豊橋の ESD活動－各学校の取り組みより 

                                  南稜中をクリック 


